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１．はじめに  

近年，世界各地で地球温暖化によると見られる現象が顕在化してきている．IPCC では，

地球温暖化に伴い 1990～2100 年の間に地球の平均気温が 1.4~5.8℃上昇すると予測してい

る 1)．地球温暖化が海岸構造物に与える影響は，海面上昇に伴う高潮危険度の増大など主

に海面上昇の点から論じられてきた．しかし，高潮の起動源は台風であり，地球温暖化に

よる高潮危険度の評価の際に，台風の変化を考慮する必要がある．本報では，農地海岸の

多い有明海を対象に，数値解析により地球温暖化前後の高潮偏差の変化を比較した．   

２．モデル台風の作成  
地球温暖化後の台風は，MPI（最大到達強度）が10~20％強まると見積もられており2)，進

路や水平サイズの変化は解明が不十分である3)．ここで，MPIは理論的な台風の中心気圧最

低値を意味する．過去に日本に影響を及ぼした台風から作成したモデル台風の経路を示した

のがFig.1である．このうち，モデル1は有明海の西側を北北東方向に通過するもので，日本

に接近する一般的な台風に近く，モデル2は有明海湾奥部で大きな高潮偏差を生じると考え

られるものである．なお，モデル1は9918台風を経度シフトさせて高潮偏差が最大となるも

の，モデル2は4216台風（周防灘台風）の経路に4516台風（枕崎台風）の勢力を重ね合わせ

て作成した．温暖化後の台風は，中心気圧深度が現在よりも15％大きくなると仮定した．  

３．高潮偏差シミュレーション  
モデル1，2を用いて地球温暖化前後の高潮偏差量を比

較した．高潮偏差シミュレーションの基礎式は2次元平

面流モデルとし，台風の気圧分布はMyersの気圧近似式

を用い，上空の風には台風モデルを適用した．なお，台

風モデルのパラメータは，9918台風による有明海・八代

海の高潮再現計算で同定されたものを準用した．解析領

域は九州全域を含む約1,200km四方であり，有明海内部

は200m格子で分割した．海底地形は海図から読み取り，

湾奧の干潟部分は堤防直近の干潟標高の実測値をもと

に補間した．  

モデル1における温暖化前後の最大高潮偏差の比較を

Fig.2に示す．高潮偏差は，台風による風の吹き寄せ効果 Fig.1 Route of model typhoons 

モデル１

モデル２

によって生じた流れが止められることで大きくなる。モデル1では、湾奥部と熊本県側を中

心に偏差が大きくなる傾向にある．なお、地球温暖化前後での最大潮位偏差の差は約0.6m
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であった。また、沖ノ端港での潮位の時間変化を示したのがFig.3である。台風の接近に伴

い潮位が高くなるが、特に温暖化後には急激に潮位が上昇している。  

一方、モデル2において同様の比較をした

のがFig.4である．モデル2の場合は，モデル

1と比較してコンター線が横たわった形に

なっており，湾奧部を中心に高潮偏差が大

きくなっている．モデル2の場合も、地球温

暖化前後の最大高潮偏差の変化量はモデル

1の場合と同様であった。  
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Fig.3 Time series of water level at Okinohata P. 
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Fig.2  Comparison of maximum deflection by 

storm surge (model1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Present 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Global warming 
Fig.4  Comparison of maximum deflection by 

storm surge (model 2)
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